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１ 令和５年度学校教育の指針
～音楽科で学びを深める授業改善のポイント～

２ 音楽科の授業改善のポイント設定の背景

３ 授業改善のポイントを具現化するために
～本日の２つの授業を基に～

本日の内容

本日のまとめ
〇音楽を形づくっている要素を焦点化し、明確にして題材を構想する
〇言語活動と音楽活動とを往還させて、実感を伴った理解を促す



１ 令和５年度 学校教育の指針について

音楽科で学びを深める授業改善のポイント

音や音楽によって喚起された自己のイメージ
や感情を手掛かりに、他者と協働する中で聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりを
考え、音楽表現の工夫を様々に試したり、曲
や演奏のよさや美しさを確かめながら音楽を
聴き返したりする活動を設定しましょう。
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本日の授業では･･･
第一小学校 第一中学校

見付けた音楽の仕組みのよさや面白さを、表現したいイ
メージと結び付けて音や音楽で様々に試す

見付けた曲のよさや美しさを、もう一度音や音楽で聴き
返して確かめる

プレ授業画像 プレ授業画像

音や音楽で試す児童の姿
イメージが伝わる音や音楽を探る
→『よりよく伝わる表現』を検討

音や音楽を聴き返す生徒の姿
自分が知覚・感受したことの強化・変化

→『聴き方』を更新



２ 音楽科の授業改善のポイント設定の背景

【背景にあったこと】

言語活動がやや目的化し、音楽表現そのも
のを高めることや、音楽のよさ等を味わって
聴くことが十分でない傾向が見られる。

【H27.8 中央教育審議会教育課程部会「論点整理」】

例えば、表現の活動においては、表したい思いや意図を言葉で伝え合い
ながら、実際に歌ったり演奏したりして音楽表現を高めていく楽しさを味
わうようにすることが考えられる。また、鑑賞の活動では、音楽を聴いて気
付いたことや感じ取ったことなどの様々な意見を共有した後、視点をもっ
て再度音楽を聴くことにより、音楽を味わって聴くようにすることなどが考
えられる。 【小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 音楽編 p124】

【現行学習指導要領では…】



表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や
社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

(1) 曲想や音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽
表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
（中学校）※ 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性

(2) 音楽表現を工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができる
ようにする。

(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に
対する感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。
（中学校）※ 音楽に対する感性を豊かにする

小学校を例に･･･ 音楽科の目標

知識及び技能

学びに向かう力・人間性

思考力・判断力・表現力
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音楽的な見方・考え方とは

音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を､音楽を形づ
くっている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージ
や感情、生活や文化などと関連付けること。【小】

音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を､音楽を形づ
くっている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージ
や感情、生活や社会、伝統や文化などと関連付けること。

【中】
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音楽的な見方・考え方とは

「音や音楽を､音楽を形づくっている要素とその働きの
視点で捉え」 音や音楽を捉える「視点」

音や音楽どんなふうに
できているのかな

わくわくするのは
どうしてかな

「どんなふうに？」「なぜ？」「どうして？」を明らかにしていく過程を経ることで
捉えることができる

音楽を形づくっている要素とその働き



３ 授業改善のポイントを具現化するために

「音楽を形づくっている要素」を明確にした
題材構想について

音楽科の特性を生かした言語活動について

本日のまとめ
〇音楽を形づくっている要素を焦点化し、明確にして題材を構想する
〇言語活動と音楽活動とを往還させて、実感を伴った理解を促す



３ 授業改善のポイントを具現化するために

「音楽を形づくっている要素」を明確にした
題材構想について

音楽科の特性を生かした言語活動について

本日のまとめ
〇音楽を形づくっている要素を焦点化し、明確にして題材を構想する
〇言語活動と音楽活動とを往還させて、実感を伴った理解を促す



音楽科の題材のつくり方
「はばたくぐんまの指導プランⅡ」の題材の課題と単位時間の関係

「音楽を形づくっている要素」を明確にした題材構想について、
はばたくぐんまの指導プランⅡの各過程と照らし合わせて具体
的に確認してみましょう。



音楽科の「つかむ」過程
題材の学習過程

「つかむ」過程の具体的な学習活動は、

○出会った音や音楽について、感じ取ったことと
音楽を形づくっている要素とを結び付ける

○音や音楽から感じ取ったことの理由について音楽を
形づくっている要素に着目して探る
（題材の課題の設定）

問い題材の課題
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本日の授業では･･･

第一小学校 第一中学校

プレ授業画像 プレ授業画像

音楽の仕組み 強弱、音色

さっきより音も
大きいね

交互につなげて会話して
いる感じでやってみよう

登場人物によって声
の様子がちがうよ

おもしろいね。
繰り返そうよ



第一小学校の「つかむ」
本時の流れ

6種類のリズムとの出会い
リズム遊び（即興的につなげたり、重ねたりする）→ 動機付け

音楽の仕組みを用いてリズムをつなげたり重ねたりする活動

【題材の課題に向かう児童の意識】
音楽の仕組みを用いてリズムをつなげたり重ねたりして、自分たちの
リズムアンサンブルをつくるんだな。→ 題材の学習の見通し

雰囲気の違うリズムを交互に
つなげたら、呼びかけ合って
いるみたいだね。

みんなでリズムをつなげたり
重ねたりすると新しい音楽が
できておもしろいな。

にぎやかな感じがするのは、
だんだん重ねる音を増やした
からなのだな。

リズムをだんだん増やして
重ねると、どんな感じがし
ますか。

音楽の仕組みを用いてリズムをつなげたり重ねたりすると、いろいろなイ
メージを表すことができることが分かったよ。どんなイメージの音楽をつく
ろうかな。楽しみだな。→ 次時の学習への期待感



第一中学校の「つかむ」
本時の流れ

音楽との出会い
「どんな雰囲気（イメージ）を感じたか」→ 聴く視点

教師が問いかけながら、知覚と感受を結び付ける活動

【題材の課題に向かう生徒の意識】
作曲者は強弱や音色など音楽に工夫をすることで、詩が表す様々な場
面を伝えているな。友達はどう考えたかな。→ 題材の学習の見通し

何かに追いかけられているよ
うな感じがするね。

全体的に暗くて怖い感じだな。

恐ろしい感じをもたらす理
由は、音楽のどこにありそ
うですか。

低い声でだんだん大きく
歌っているところは特に恐
ろしさを感じるな。

作曲者は、強弱や発声の仕方（音色）に変化を付けることでいろいろな場面
を伝えようとしていることが分かった。その他にも工夫がないか、もっと詳
しく知りたいな。→ 次時の学習への期待感



第一中学校の「つかむ」
本時の流れ

教師が問いかけながら、知覚と感受を結び付ける活動
恐ろしい感じをもたらす理
由は、音楽のどこにありそ
うですか。

低い声でだんだん大きく
歌っているところは特に恐
ろしさを感じるな。

参考）テキストマイニングを用いる方法 初発の感想
＝音楽を聴いて印象に
残っていること

→ここに作曲者の工夫
や意図が込められている

○生徒のつぶやきからも
「知覚」と「感受」を
すくい上げる



音楽科の「追求する」過程

「追求する」過程の具体的な学習活動は、

○表したい思いや意図をもたせ、音楽を形づくっている
要素と関連付けながら表現を工夫する（A 表現）

○聴き取ったこと（知覚）と感じ取ったこと（感受）
を結び付けながら、聴き深める（B 鑑賞）

※A 表現を例に

表現を試行する
試行した表現の高まりを
共有・共感する

題材の学習過程



音楽科の「追求する」

「学習に臨む雰囲気」のつくり方

○前時の学習内容を、音や音楽を通して振り返る活動を
設定しましょう

※本時の学習内容とつながる「常時活動」の考え方
・題材で扱う「音楽を形づくっている要素」に着目する
・思いや意図を表現するために必要な技能を、帯の活動
で少しずつ身に付ける
→ 身に付けさせたい力を明確にする

本時の流れ



音楽科の「まとめる」過程

「まとめる」過程の具体的な学習活動は、

○発表を通して表現の高まりを実感する（A 表現）
○曲全体を再鑑賞して、発見した曲のよさや面白さ、
美しさについてまとめる （B 鑑賞）

○題材のまとめを基に、題材全体の学びの振り返りを
する

題材の学習過程

問い
○できるようになったこと
○分かったこと
○今後生かしていきたいこと

★音楽を形づくっている要素とその働きを関連付ける

題材のまとめ



第一小学校の「まとめる」
本時の流れ

呼びかけとこたえが繰り返
し使われているね。

前時までの取組を紹介したあと、一緒にリズム打ちをする

実際にリズムを打ってみる
と、繰り返しの面白さが分
かるな。

他のグループはどんな工夫をしているのかな。
聴いてみたいな。

だんだん楽器が増えて、に
ぎやかに終わるところが面
白いな。

なるほど、だんだんと人が集
まってにぎやかになる教室の
様子を表しているんだね。

音楽の仕組みをつかってリズムのつなげ方や重ね方
を工夫すると、様子を伝えることができるんだな。

身の周りの音楽にも、ど
んな音楽の仕組みが使わ
れているか、知りたいな。

自分たちのイメージを
音楽で伝えることがで
きた！



第一中学校の「まとめる」
本時の流れ

声の音色や強弱の変化に着目
しながら聴くと、様子を具体
的に想像できるのだったな。

前時までの気付きを共有し、教材曲を鑑賞する

聴き深めて見付けた作曲者
の工夫を、紹介文にまとめ
るのだな。

みんなは作曲者のどんな工夫を見付けたのかな。
知りたいな。

子の旋律は次第に音が高く
なり、激しく強く歌われて
いるから…。

もう一度聴いてみたら、たし
かに○○さんの気付いたとお
りに聴こえるな。面白い。

作曲者の工夫に着目しながら再鑑賞することで、
新たな曲の魅力が発見できるな。

これからも作曲者の工夫
を見付けながら聴いてみ
たいな！

曲の魅力や面白さを、
発見して伝えることが
できた！



音楽科の題材のつくり方
「はばたくぐんまの指導プランⅡ」の題材の課題と単位時間の関係

題材をつくる際には思考・判断・表現の拠り所となる、「音楽
を形づくっている要素」を明確にして構成しましょう。
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本題材の指導計画～第一小学校

思考・判断・表現のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素→ 音楽の仕組み

要素とその働きを聴き
取る・感じ取る

要素の働きと感じ取っ
たイメージとを関連付
けて追求する

実感を伴った理解
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本題材の指導計画～第一中学校

思考・判断・表現のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素→ 音色、強弱
旋律

要素とその働きを聴き
取る・感じ取る

要素の働きと感じ取っ
たイメージとを関連付
けて追求する

実感を伴った理解



題材構想と教材（曲）との関わり

資質・能力の育成を目指す題材構想の考え方（参考）

授業は、教材として用いた音楽について学習する（教材を学ぶ）だけ
ではなく、その教材を用いた学習を通して資質・能力を身に付ける（教
材を通して学ぶ）ものである。また、そこで身に付けた資質・能力は、
生徒のその後の人生における音楽との関わりをより豊かに幅広くするも
のである。したがって、ある教材を用いた学習で身に付けた資質・能力
は、他の音楽と関わる際にも活用できるものにすることを念頭に置いた
指導を心がけたい。

【「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校芸術（音楽）ｐ５８】



題材構想と教材（曲）との関わり

教材を学ぶ 教材を通して学ぶ

【例】交響曲第５番「運命」（Lv.ベートーヴェン 作曲）の鑑賞
★曲の魅力は…
オーケストラの楽器の音色の特徴や、それらが重なったときの響きの多彩さ

音楽における「形式」について
考えさせたい

ソナタ
形式

音色

動機

リズム

窓口となる「要素」は多彩
→ いずれにしても「形式」に
たどりつくように指導

形式



３ 授業改善のポイントを具現化するために

「音楽を形づくっている要素」を明確にした
題材構想について

音楽科の特性を生かした言語活動について

本日のまとめ
〇音楽を形づくっている要素を焦点化し、明確にして題材を構想する
〇言語活動と音楽活動とを往還させて、実感を伴った理解を促す



音楽科の特性を生かした言語活動

【例】
どのように音楽表現をしたいのかという思いや意図を言葉で表す。
音楽を聴いて価値などを考え、批評したりする学習活動を充実する。

育成したい能力 創意工夫して音楽表現をする能力
音楽を味わって聴く能力

知覚 感受

音楽を形づくっている要素 要素の働きが生み出す特質や雰囲気

関連付ける



「知覚」と「感受」

聴覚を中心とした感覚器官を 通して音や音楽
を判別し、 意識すること

音や音楽の特質や雰囲気などを感じ、受け入
れること

知覚

感受

ある程度客観的に判別できるような特徴

児童生徒一人一人の主観による

言葉で表すことによって、表現への思いや意図、曲や演奏の
評価などを共有・共感・自覚することにつながる



なぜ、音や音楽で確認するのか

ピアノ伴奏は歌
の部分と比べて
速くなっている

音楽活動を通して確かめる

本当に速度が速
くなったことを
知覚したのか

他の要素の働き
によって速さを
感じたのか

リズムの細かさ
から速さを感じ
るのか

音楽活動を通して確かめる過程そのものに学びの意味がある
音楽活動を通して確かめることで、実感を伴った理解を促す

※中学校「魔王」の鑑賞を例に



なぜ、音や音楽で確認するのか

音楽活動を通して確かめる過程そのものに学びの意味がある
音楽活動を通して確かめることで、実感を伴った理解を促す

言語活動 音楽活動

音楽活動を通して、知覚・ 感受した
ことや自分の考えなどを言葉で表す。

言葉で表したことを、音楽活動によっ
て確認する。
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第一小学校の授業では･･･

①みんなが帰ってさみしい感じを、
一人ずつ減らしていく仕組みを
使って表したらどうかな。

③あまりよく伝わらないね。
最後に残るリズムが目立つか
らだね。

言語活動 音楽活動

音楽活動を通して、知覚・ 感受した
ことや自分の考えなどを言葉で表す。

言葉で表したことを、音楽活動によっ
て確認する。

②⑥試してみよう

④どうしたら伝わるかな

⑤減らしていく順番を変えて
みたらどうかな。

⑦最初と比べると、減っていく
感じが伝わるようになったね。
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第一中学校の授業では･･･

①魔王の旋律は、子の旋律に比べ
ると明るいね。優しく誘っている
感じを伝えているのかな。

③確かにそのように聴こえるね。

言語活動 音楽活動

音楽活動を通して、知覚・ 感受した
ことや自分の考えなどを言葉で表す。

言葉で表したことを、音楽活動によっ
て確認する。

②⑥聴いて確かめよう

④ずっと明るいままかな。

⑤最後の方は強く激しい音色
に変わっているね。

⑦音色に変化を付けることで、
魔王の様子を表しているんだね。



３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇音楽を形づくっている要素を焦点化し、明確にして題材を構想する
〇言語活動と音楽活動とを往還させて、実感を伴った理解を促す


